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紹拘 52年 9月 1c 8 
月刊〈毎月 10日発行）. 

ト

ー第 26 5号 一－

Jミノレよ

ひ

締め

さ

速度よめるゆ

秋の全国交通安全運動

～ 9月30日

あ

免
許
の
と
り
た
て
と

事長広

経
駿
ニ
、要

一
年
の
人
は

j主

意

免
却
と
り
た
て
の
人
は
、

う
れ
し
さ
の

あ
ま
り
、

つ
い
何
か
自
分
が

一
人
的
の
運

転
者
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
に
な
り
、
ま

た
二
年
、
三
年
と
経
験
を
積
ん
だ
人
の
中

に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持

に
な
っ
て
、
そ
の
た
め
運
転
が
荒
く
な
り

事
散
を
起
こ
す
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
事
故
は
、

直
銭
の
原
因
は
と

も
か
く

「
俺
は
も
う

一
人
前
だ
」
と
い
う

心
の
ゆ
る
み
が
原
因
な
の
で
す。

運
転
免
許
証
は
、
何
も

一
人
前
だ
と
い

う
と
と
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

昭fll32• S月SE 
JS 3 81 Ill使勧銀河ーー

こ
れ
だ
け
の
知
識
、
授
能
が
あ
っ
て
将
来

安
全
運
転
に
心
が
け
れ
ば

一
人
前
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
で
交
付
さ
れ
る
も
の
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
人
に
カ
ッ
コ
い
い
と

こ
ろ
を
見
せ
た
い
、
自
慢
し
た
い
な
ど
と

い
う
気
持
金
起
こ
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

経
験
の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
常

に
お
ど
ら
ず
、
自
分
の
筏
能
に
応
じ
た
ひ

か
え
め
で
、
無
理
の
な
い
運
転
を
す
る
こ

と
ζ

そ
、
療
故
防
止
の
秘
放
で
す
。

9月21日

う
ま
い
朝
日
産
米
の
生
産
拡
大
は

よ
い
土
づ
く
り
か
ら

よ
い
土
と
は
、
綴
が
健
全
に
生
活
で
き

る
条
件
を
つ
く
り
だ
し
、
養
分
、
水
を
イ

ネ
が
欲
す
る
と
き
に
欲
す
る
量
を
与
え
る

働
き
を
も
っ
た
土
で
、
安
定
的
に
高
い
収

量
を
あ
げ
や
す
い
土
が
よ
い
も
の
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
気
象
災
害
や
病
害
虫
な
ど
に
対

し
て
低
抗
力
の
あ
る
土
が
よ
い
土
と
い
え

ま
す
。
人
聞
に
た
と
え
る
と
「
体
力
」
の

よ
う
な
総
合
的
な
力
が
そ
れ
で
す
。
土
に

は
よ
い
土
、
惑
い
土
が
あ
り
、
よ
い
土
で

も
人
間
の
使
い
方
次
第
で
惑
い
土
に
な

り
、
逆
に
悪
い
土
で
も
知
恵
を
働
か
せ
れ

ば
、
よ
い
土
に
改
良
す
る
と
と
が
で
き
る

の
で
す
。

叩
月

1
日
は
土
の
日

。
水
聞
の
土
づ
く
り
対
策
と
し
て

一
、
朝
日
町
の
水
田
の
土
は
や
せ
て
い
ま

ず
か
ら
、
イ
ネ
わ
ら
は
絶
対
に
焼
か
な

い
で
、
わ
ら
が
多
い
田
は
縫
胞
に
し
て

絡
用
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
イ
ネ
わ
ら
の
腐
黙
を
促
進
す
る
た
め

に①
綾
肥
づ
く
り
の
方
法

イ
ネ
わ
ら
五
の
む
訴
に
石
灰
宅
恭

一五
宮
を
混
合
総
積
し
、
水
約
五
O

O
泌
を
か
げ
、

古
ピ
ニ
l

N
で
被
砲

し
、
約

一
カ
月
後
に
切
返
し
す
る
。

①

イ
ネ
刈
取
後
、
阜
め
に
珪
椴
石
灰

一
O
ア
l
w
当
り
ニ
O
O詰
に
石
灰

窒
素
二

O
お
を
散
布
し
、
秋
耕
起
後
、

な
く
そ
う
農
作
業
事
故

｜
秋
季
農
作
業
安
全
運
動
｜

9月30日

まで

鼠
近
、
高
性
能
農
業
績
械
の
急
速
な
普

及
に
伴
い
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
自
脱
型
コ
ン
バ

イ
ン
に
よ
る
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
次
の
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
コ
ン
バ
イ
ン
作
集
の
由
覧
会
ポ
イ
ン
ト

①

作
業
中
、
危
険
な
と
と
ろ

（カ

，
タ

へ
手
を
入
れ

ー
、
チ
ェ
ー
ン
、

ベ
ル
ト
）

な
い
こ
と
。

①

脱
穀
部
や
カ
ヴ
タ
ー
が
詰
ま
り
、
d
f

z

l
ン
や
ベ
ル
ト
の
ワ
ラ
の
巻
付
き
、

sm．れ

穂
等
に
気
付
い
て
も
作
業
中
は
絶
対
に
手

を
問
さ
な
い
。
ま
た
除
去
す
る
と
き
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
に
す
る
。

①

運
転
者
は
補
助
者
と
の
合
図
方
法
を

決
め
る
な
ど
し
て
、
常
に
繍
助
者
の
動
き

に
気
を
く
ば
り
な
が
ら
像
作
す
る
ζ
と
の

＠
酔
乾
燥
櫨
恨
の
使
用
安
全
ポ
イ
ン
ト

①

使
用
前
に
削
も
れ
、

ベ
ル
ト
の
ゆ
る

み
、
バ
ー
ナ
ー
等
の
点
検
を
も
う

一
度
行

う
と
と。

①
乾
燥
中
は
必
ず
人
が
つ
く
よ
う
に
す

る
と
と
。

①

乾
燥
睡眠
の
周
囲
は
常
に
き
れ
い
に
し

て
お
く
と
と
も
に
、

燃
え
や
す
い
も
の
を

健
か
な
い
こ
と
。

①

安
全
器
の
ヒ
ュ

ー
ズ
は
適
正
な
も
の

を
使
い
、

似
工
事
で
の
使
用
は
し
な
い
こ

と。
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排
水
溝
約

一
O
本
た
て
に
設
け
排
水
を

よ
く
す
る
。

三
、
イ
ネ
わ
ら
股
周
必
椴
鼠

（
一
O
ア
l

山戸当
り
）

O
普
通
徒

同

五

0
0自

ot朽
化
水
田

四

O
o
n

O
半

湿

田

三

O
つ
詰

四
、
家
奇
策
用
基
準
畠
（

一
O
ア
l

w
当

り
）

【ノ
生

mm冗

秋
施
用
制

ニ
ト
ン

om用
地

一
ト
ン

秋
刷
用
島

三
ト
ン

作
施
用
問

二
ト
ン

秋
施
川
川
四
ト
ン

hO施
用
車

三
ト
ン

な
お
、
イ
ネ
わ
ら
の
生
産
車
は

一
0
7

1
W
当
り
、
経
路
早
生
約
五
五

O
t
六
O

O
岳
、
コ
シ
じ
カ
リ
約
六

O
Ot
七

O
O

岳
、
日
本
附
七
n
x
U1
八ハ
K
U話
で
、
問下

生
は
刈
取
っ
た
わ
ら
の
企
鼠
を
施
用
す
る

と
よ
い。

・中

・
晩
生
は
刈
取
っ
た
わ
ら
の

三
分
の
こ
程
度
施
用
し
、

残
っ
た
分
法
取

肥
に
し
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

O
比一
豚
市
川

。
生
牛
決
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中

央

研

修

会

を

最

終

回

に

好

評
の

• 2 6 s号

朝
日
町
米
作
改
良
対
策
協
議
会
〈
会
長

朝
日
町
長
中
川
凝

一）

で
は、

。
う
ま
い

朝
日
産
米
の
安
定
精
収
。
を
図
る
た
め
、

各
地
区
で
の
農
業
大
学
開
催
の
締
め
く
く

り
と
し
て
去
る
七
月
二
十
七
日
朝
日
町
中

央
農
協
大
ボ
ー
ル
に
お
い
て
、
燥
の
専
門

技
術
員
を
講
師
に
農
業
大
学
中
央
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

一一二

0
人
余
り
の
受
講
者
は
、

当
日
の

テ

l
マ
で
あ
る
「
稲
作
後
半
期
に
お
け
る

病
害
虫
防
除
」
及
び
「
稿
作
後
半
期
に
お

け
る
符
理
技
術
」
に
つ
い
て
烈
心
に
』

モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

ひさあ綴広聞胸32卑 8用車目

鰐 3・・6使・I!司

つ
ち

に

終

了

ま
た
、
同
協
議
会
に
お
い
て
農
業
大
学

に
対
す
る
ア
ン
ケ
1
1
調
査
を
行
っ
た
結

果、

「
再
度
農
業
大
学
が
開
催
さ
れ
れ
ば

参
加
す
る
」
と
の
意
見
が
出
る
な
ど
、
稲

作
に
か
け
る
熱
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

台
風
シ
！
ズ到

必

要

な平
素
の
心
得 ン

来

今
年
も
台
風
の
姥
来
期
が
近
づ
き
ま
し

た。
台
嵐
が
削
渡
来
す
る
と
暴
風
、
表
雨
、
洪

水
、
高
潮
等
に
よ
り
、
河
川
の
は
ん
ら
ん

家
展
の
倒
附
皆
、
流
火
及
び
山
く
ず
れ
、
山町

く
ず
れ
等
の
発
生
か
ら
多
大
の
純一斉
が
予

位
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

台
風
通
過
阿
に
は
、
北
陸
地
万

特
有
の
ソ
ー
i
ン
現
匁
に
よ
ワ
空
気
が
位

保
し
、
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
大
火
に
な

り
や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
3

台
風
期
を
前
に
し
て
各
家
管
で
ぷ
、
次

↑

昭
和
五
十
一－一
年
歌
会
始
の
お
遜
ば
、

つ
、
内
線

一
五
J

－

F

一．母
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
？

い
ー

一

一

歌
に
は
（
母
）
の
語
意
の
あ
る
他
の

・
蒜
遂
の
期
間

↓

－
言
葉
た
と
え
ば

「
た
ら
ち
ね
」

・
「め

九
月
一
日
か
ら
十
月
十

一
日
ま
で

一

－
お
や
」
な
ど
と
用

：
j
i－－：・：
j
i－－－
j
i－－－
i
j
i－－：：

．
郵
便
の
あ
て
先
一

一
い
て
も
よ
い
が

人

歌

会

始

の

お

題

〈

〒
則
東
京
都

一

一
聞
を
は
じ
め
生
命

j

千
代
田
区
千
代

－

一
の
あ
る
動
物
の
女

母

‘

さ

ま

る

四
一
番
一
言

一

↑
親
を
題
扮
と
し
た
・
：
j
i－－
j
i
－－一
：一

：：：
j
i－
－
－
一
：
：
内
庁
」
と
し
、
一

F

軟
に
限
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
国
、

母

封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
轡
き
係
え
て
一

－
校
な
ど
と
し
て
用
い
な
い
こ
と
。

く
だ

さ

い

。

一

－

ぷ
進
歌
の
詠
進
要
領
等
詳
細

に

つ

い

一

一
て
は
、
役
場
総
務
課

（倉
一一
一i
一
一
O

F

の
よ
う
な
点
に
注
・
怠
し
て
災
慾
に
備
え
ま

1
V

ょ
－つ。

中
小
台
風
に
備
え
て
の
平
棄
の
心
得

心

停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、
ロ
ー

ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
す
な
ど

を
用
車
し
て
お
く
。

①
安
全
な
避
難
樋
所
と
避
難
路
を
確
か

め
て
お
く
。

①

風
で
折
れ
た
り
、
電
叫
に
ふ
れ
た
り

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
枝
は
、
切
り
落
と

し
て
お
く
。

＠

電
気
の
引
込
線
が
た
る
ん
で
い
た

リ
、破
損
し
て
い
る
と
、日住
限
や
雨
ど
い

な
ど
に
ふ
れ
て
州
協
や
ス
パ
ー
ク
を
起

こ
し
、
火
災
に
な
っ
た
り
感
電
の
危
険

が
あ
る
の
で
、
前
も
っ
て
電
力
会
社
に

知
ら
せ
て
修
理
し
て
お
く
。

①

必
然
の
準
備
と
し
て
、
食
樹
、
飲
斜

水
、
下
諮
な
ど
の
着
都
内
え
、
医
薬
品
等

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

* 
台
風
が
近
づ
い
た
と
き
の
獲
備

？、
） 

弓
ジ・
寸
、
ュ
シ
ピ
で
気
象
情
報
や
防

ヘ
お
た
す
ね
く
だ
さ

災
上
の
注
意
事
項
を
よ
く
聞
く
。

①
外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け
見
合
わ

せ
る
。

①

窓
や
一町
戸
な
ど
は
、
釘
で
と
め
る
か
、

般
を
あ
て
る
か
し
て
恩
日
に
総
強
し
て

お
く。

①

時
究
、
石
板
、川
柳
な
ど
も
針
金
な
ど

で
十
分
に
補
強
し
て
お
く
。

①

古
い
家
屋
で
倒
れ
る
心
配
の
あ
る
も

の
は
、
性
に
す
じ
か
い
を
し
て
お
く。

＊
遊
園
田
す
る
と
き
の
注
愈

①

火
の
始
ぶ
や
日
締
ま
り
を
篠
実
に
す

る
。篭
気
は
メ
イ
ン
ス
イ
リ
乎
を
切
り
、

，カ
ス
は
元
せ
ん
を
閉
め
る
。

①

話
人
、
幼
児
、

病
人
等
の
い
る
家
庭

で
は
早
め
に
滋
術開
す
る
。

ヘ叫

務
行
品
は
必
要
門聞
の
み
と
し
、
背
負

う
よ
う
に
す
る
0

8
切
れ
た
電
線
や
た
れ
下
が
っ
た
篭
線

に
は
絶
対
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る。

ω
吋
水
地
獄
を
避
鍛
す
る
と
き
は
必
ず

長
ぐ
つ
り
さ
一
を
ぷ
く
。
w
お
け牛
芯
票
初
で

す
c

「九月
2
5
2の
日

お
年
寄
り
に

一

お

便

り

を

｜
L

九
月
十
五
日
は

「
敬
老
の
日
」
で
す

長
年
に
わ
た
っ
て
家
庭
の
た
め
に
、
社

会
の
た
め
に
つ
く
し
て
ζ

ら
れ
た
お
年
寄

η
を
敬
い
、
そ
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
日

で
す
。

心
の
こ
も
っ
た
あ
な
た
の

一
通
の
お
下

紙
が
、

ど
れ
だ
り
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

立
派
に
成
長
し
た
わ
が
子
の
手
紙
を
読

む
老
父
母
、
た
ど
た
ど
し
い
な
が
ら
も

一

生
懸
命
に
替
い
た
係
た
ち
の
は
が
き
に
み

い
る
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
眼
に

は、

き
っ
と
害
ぴ
の
．w叫
が
に
じ
む
乙
と
で

lυ

よ戸
つ
。

ま
た
、

一
人
科
し
の
刑
制
強
の
お
年
得
り

に
送
る
季
節
の
使
り
は
、
生一
活
に
う
る
お

い
と
温
か
さ
を
も
た
ら
す
大
き
な
滑
り
も

の
で
す
‘

（泊
郵
便
笥
）

--. 
・
知
事
と
語
る
会
案
内

i
十
月
・
八
日
ー

知
邸中と
出川
る
会
が
開
出航
さ
れ
ま
す

の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の

一
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

！脊朝 午 十
‘セ日 後 月

L 町一．
7 勤時 ぺ
；労 三 口

背 0,.._ 
少分！；
年 ヵ、 ｝
f本 ら

日

時

..:.. 
X(  

ー・

・3,
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一
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一花と緑の銀行一
一朝日支店一

M 2 6 5号

花
と
緑
の
銀
行
朝
日
支
店
で
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
花
や
緑
と
親
し
み
、

aRか

な
郷
土
づ
く
り
を
と
、
町
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
普
及
用
の
ポ
ス
タ
ー
、
保
析

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ア
イ
デ
ィ
ア
に
怨

ん
だ
た
く
さ
ん
の
作
品
が
得
せ
ら
れ
、
被

査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
道
さ
れ
ま
し
た
、

。
ポ
ス
タ
ー
。

八
小
学
校
の
部
V

マ
特
質
／
水
島
静
香

（宮
崎
小
二
年
）
7

一
等
／
青
島
麻
下
、
竹
谷
早
市
（
宮
崎
小

二
年〉

け
、
て
等
／
竹
谷
佐
，
裕
美
（
宮
崎
小

六
年）

／
鼠
谷
直
器
対
（
宮
崎
小
二
年〉

，

南
部
昌
子
（
南
保
小
式
年
）

／
中
学
校
の
部

γ

マ
特
賞
／
高
田
佐
代
子

（
小
川
中
二
年
）

マ
一

等
／
安
途
美
幸
、
中
野
仁
美
（
小
川

中
一
年
J

マ
二
等
／
秀
永
澄
子
、
水
野
功

美
子
（
小
川
巾
一
年
）

／
長
能
由
香
理
（

小
川
中
二
年
）

。
標

語
。

ム
小
学
校
の
部
V

マ
特
質
／
河
内
笑
子
〈
宮
崎
小
ぃ
八
年
）

l
lみ
ん
な
で
制
え
た
花
と
総
み
人
な

で
な
か
よ
く
育
て
よ
う
｜
｜

マ

一
等
／
浜
田
智
恵
子
、

竹
谷
貧

（
宮
崎

小
六
年
）
マ
二
等
／
江
川
問
問
人
（
南
保
小

五
年
〉
／
柳
沢
志
津
代
、
越
間
伐
織
（
南

保
小
四
年
）

ひ一さあ報広昭ぬ32隼 sJI s a ’g 3 ..使・ar,・

f
h
小
学
校
の
部

γ

戸、
特
質
／
内
山
正
（
泊
中

一
年）

｜
｜
花
う
え
る
心

一
つ

が

き

れ
い
な
町

マ

一
等
／
梶
川
多
知
子
、
水
島
直
純
〈
泊

中

一
年
）
マ
二
等
／
松
倉
錦
、
勝
田
悦

子
〈
泊
中
一
年
〉

〆
水
野
恭
子
（
泊
中
二

年）.) 

) 

li

i
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動
力
式
車
イ
ス
購
入

補
助
し
ま
す

町
で
は
、

上
位
V
A
は
下
岐
に
間
山
ド
け
を
も

っ
重
度
身
体
臨
富
者
の
万
で
、
動
力
（
パ

ソ
テ
リ

1
）
式
事
イ
ス
を
購
入
さ
れ
る
万

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

修
補
助
率
蕗

O
町
民
税
非
加
税
食
傷

（生
活
保
誕
合
む
C

）

献
血
功
労
者
九
氏
に

日
赤
か
ら
表
彰
状
と
社
員
章
贈
呈

近
年
、
医
学
の
進
歩
や
交
通
、
労
災
直
明

紋
等
の
幽
噌
加
に
伴
い
、

m拙
恨
の
需
要
が
急

mし
て
お
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
川
川
や
市
町
村
と
協

力
し
な
が
ら
街
紛
献
肌
を
は
じ
め
と
す
る

猷
肌
事
業
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

ζ

の
ほ

ど
、
過
去
十
回
以
上
献
肌
に
協
力
さ
れ
た

大
蓮
華
山
保
勝
会
に

環
境
庁
長
官
表
彰

ー
自
然
保
護
功
労
｜

第
十
九
回
自
然
公
翻
大
会
が
、
七
月
二

十
六
日
常
陸
宮
殿
下
、
妃
殿
下
を
迎
え
、

λ
δ
分
の
代

O
以
内

O
所
得
統
非
課
税
位
稽

一O
O
分
の
七

O
以
内

O
所
得
税
三
万
円
未
満
位
指

一O
O分
の
六

O
U内

C
所
得
税
三
万
円
以
上

一
O
万
円
未
備
位

”an
 

一O
O
分
の
五

O
以
内

O
所
得
税

一
O
万
円
以
上
位
前

一O
O分
の
回

O
以
内

詳
し
い
ζ

と
は
、

役
場
住
民
課
福
祉
係

〈
営
三
i
一
一
O
O、
内
線
二
八
）
ま
で

ご
泌
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
九
氏
に
対
し
、
献
血
功
労
者
と
し
て

表
彰
状
と
日
赤
社
員
窓
が
贈
ら
れ
ま
し
た

献
血
は
私
遂
の
命
を
守
る
大
切
な
仕
療
で

す
。
表
彰
さ
れ
た
九
氏
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
町
民
各
位
の
献

m

事
業
に
対
す
る

一
一層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
志
摩
国
立
公
聞
大
王
町
で
開

似
さ
れ
、
席
上
、
大
迎
撃
山
保
勝
会
（
会

長
、
長
津
済
平
氏
）
が
自
然
公
園
関
係
功

労
者
と
し
て
環
境
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

大
理
撃
山
保
勝
会
は
、
昭
和
三
年
創
設

以
来
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
朝
日
岳
、
白

馬
岳
を
ゆ
・
心
と
し
て
、
自
然
保
護
思
想
の

普
及
啓
裂
や
山
岳
遭
難
事
紋
救
助
活
動
等

に
寄
与
さ
れ
た
幼
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

（
写
真
は
、
表
彰
状
を

手
に
長
津
会
長
）

八
献
血
幼
労
表
彰
者
〉

谷
口
宗
次
（
蛭
谷
四
六
六
）

制

光

行

〈
東
草
野
三
五
六
の
六
）

竹
内
秀
孝
（
笹
川

一
、

O
二
ニ）

ヰ寸
出
利
太
郎
〈
東
草
野
一
、
五
二
八
）

土
居
勝
彦
（
泊
二
四
二）

永
弁
盲
郷
隆
（
月
山
て

O
六
九
の
二
）

厳
出
遁
乃
〈
三
枚
婦
二
二
五
〉

江
端
幸
子
（
殿
町
四

一
七〉

川
久
保
慎
二

（
沼
保
八
二
O
）

…
選
挙
一
口
メ
モ
…

…

学

生

の

一

…
選
挙
法
上
の
住
所
・
一

…

学
綬
所
在
地
の
祭
、

下
宿
、
ア
パ

…

…
l
ト
等
に
あ
っ
て
修
学
す
る
学
生
の

…

…
公
駿
選
挙
法
上
の
住
所
は
、

①
郷
里

…

…
に
妥
子
が
あ
る
①
郷
里
に
管
理
す
ベ

…

…
き
財
産
が
あ
る
等
、
特
段
の
事
情
が

一

…
な
い
限
り
そ
の
修
学
地
に
あ
る
と
さ

…

…
れ
て
い
ま
す
。

…

…

し
た
が
っ
て
郷
単
に
住
民
登
録
が

…

…
は
き
れ
選
挙
人
伝
簿
に
登
録
さ
れ
て
H

，
い
て
も
学
生
に
つ
い
て
は
郷
里
で
は

…

…
壁
械
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

…

一

こ
の
よ
う
な
乙
と
か
ら
学
生
に
つ

一

一
い
て
は
ど
乙
に
も
選
犠
慌
が
な
い
等

叩

…
の
事
態
か
生
じ
ま
す
。

ζ

う
し
た
と

一

一
と
の
な
い
た
め
に
も
み
な
さ
ん
の
家

…

…
肢
で
学
生
の
奈
川
お
ら
れ
ま
し
た
ら

…

…
修
学
地
の
方
へ
住
民
判
明
を
移
さ
れ
る

一

一
ょ
う
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

一

…

な

お

詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
選

一

一
挙
管
理
委
員
会
〈
倉
一－了

一一

O
…

一o、
内
線
一
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
…

一
く
だ
さ
い
。

…

(4) 
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剣道など六種目に熱戦
- 15少 年団が参加

第2回スポーツ

少年 団 大 会

，I
l
レ

市
川
町
，
ケ人
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リ
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豆剣士のj握手宣計↓

成

サ
ッ

f~ 準カ
グ決 l

勝勝

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

〈
川

子

〉

準
決
勝。

快

勝

八
女

子

V

准
決
勝。

績

8
月

n
B
（日）

〈
刊
し
ゴ
フ
宮
パ
ヴ

黒 tr~ 黒

後山後
4 1 2 

0 0 0 
柄上

引
山原

決

勝

川は
お

！

日山

商

泊

南

保
お

1
6
（
中
川
崎

五
箇
庄
村

l
m
川

南

保

付

｜

幻
五
筒
陀

泊

幻

’
川
門
五
筒
庄

南

保

引

ー

は

符

崎

マ
柔

道
八
団

体

V
泊

6
1
4
桜

。If

八
側

人

V

O
二
作
以
下
の
部

①
長
谷
川
州
生

O
一一J

・
四
年
の
部

①
川
上
博
之

①
仇
沢

0
．h年
の
部

①
脇
山
他
二

O
六
作
の
部

①
河
川休
公
降

A
W
米
川
筒
形

先：

め
街
地

iii'{ 

①．
卜
川
れ
桁

八 剣
くDfT~l 
it 道

人
11'( v 
制

①
wm山
間

二高桜杯争奪少年ソブトボーノレ大会＝（

南保 Aチーム優勝 ｜ 
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第 2 回高島苦杯争~少年 ソソ i· ポーか大会は‘ 8月

21円・22日の両日わたり、町民総合ク’ランドで27チ

ームが参加して開催され、決勝戦では間保Aが山崎

Aを4対｜のスコアで破り初優勝しました。
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朝日町主要食料品のうつりかわり （4月～7月〉
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海産食品き平穏な値動
気がかりな

豚肉

町
で
は
主
要
食
料
品
二
十
四
品
目
に
つ

い
て
、
毎
月
の
価
格
調
査
を
行
っ
て
い

月
ま
で
圃
蜜

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
四
月
か
ら
七
月
ま

で
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
揖
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

4
－nか
ら
7

に

ぽ

し

表
て
う
る
ち
米
が
二

・
八
v
h

（対
四
月

比
〉
一

O
一ニ
円
高
、
食
パ
ン
二

・
三

r、

値
下
が
り

小
麦
粉
が
三
・
四
折
、
そ
れ
ぞ
れ
六
円
高

と
な
っ
て
お
り
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
値
上
が
り

が
特
徴
的
で
す
。

一
方
、
ニ
ハ

δ
カ
イ
リ
漁
業
問
題
の
彫
響
か
、
値
上
が

り
垂
示
し
て
い
た
に
ぼ
し
が
今
期
は
一
七
・
六

r、
十
九

円
安
と
大
幅
な
値
下
が
り
を
一
訴
し
、
今
年
の
一
月
値
に
戻

っ
た
ζ

と
は
朗
報
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

表
二
、
パ
タ
1
、
け
い
卵
と
も
十
三
l

十
五
制
約
の
値
下
が
り
を
示
し
て
い
ま
す

い
た
値
鋤
き

と
り
わ
け
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の

大
幅
な
値
下
が
り
が
目
立
ち
ま
す
。

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
若
か
ん
の
値
動
き

が
み
う
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
七
月
に
は
四
月
値
を
僅
か
で

す
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

牛
肉
は
落
着
い
た
値
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
同
種
品

の
豚
肉
の
十

r前
後
の
値
上
が
り
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

牛
肉
は
落
婚

表
三
、
干
の
り
十
一
・
五

r、
と
ろ
ろ
乙

ん
ぷ
十
五
・
四
制
約
と
海
産
食
品
が
い
す
れ

海
直
食
品
も
十
折
強
の
値
下
が
り
を
示
し
て
い
ま
す

前
述
の
こ
の

δ
カ
イ
リ
漁
業
問
題
の
影
・
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
の
と
ζ

ろ
平
総
な
値
動
き
と
い
え
る
で

’
レ
ょ
内
J

。

ζ

ん
に
ゃ
く
、
油
あ
げ
に
つ
い
て
は
、
値
動
き
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
と
う
ふ
の
八

・
六

rの
値
上
が
り
が
気
に
か

か
る
と
ζ

ろ
で
す
。

平
帽
帽
な

表
四
、
し
よ
う
油
、
さ
と
う、

み
そ
、
食

用
油
に
つ
い
て
は
、
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
一
時
的
に
値
下
が
り
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
七
月
に
は
ほ
ぼ
四
月
間
に
近
い
価
絡
に
戻
っ
て

い
ま
す
。

ζ

の
中
に
あ
っ
て
、
ソ
ー
ス
、
鉱
茶
の
値
上
が

り
が
自
に
つ
き
ま
す
。

ソ
ー
ス
は

値
よ
が
り

（表 4)
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第
二
分
団

へ

新
鋭
消
防
車
配
置

こ
の
ほ
ど
朝
日
町
消
防
団
へ
新
鋭
消
防

車
が
入
り
、
第
二
分
間
（
大
家
庄
抱
区
）

へ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
消
防
車
は、

七
五

O
万
円
で
附
入

さ
れ
、
毎
分
段
高
二
、
六

O
む
却
も
の
欣

水
が
で
き
る
府
造
に
な
っ
て
お
り
、

ζ

れ

に
よ
り
．
段
と
消
防
刈
の
強
化
が
図
ら
れ

た
乙
と
に
な
り
ま
す
。

第 26 5’ ひさあ報広... 32年 aJ! a e 
M38 •使’llll可

（写
真
は
第
二
分
間
に
配
置
さ
れ
た
消

防
自
動
車
）

愛
の
献
血

雄
（
M
T
柳
）
、

真
柄
邦
子

（大
家
庄
｝

、

沢
間
同
問
実
（
月
山
〉
、
西
附
m
w
（
月
山
〉

、
高
脱
立
山
〈
東
草
野
）
、
谷
中
繁

〈繍

揺
）
、
竹
内
義
明
（
笹
川
｝
、
上
原
墜
（

道
下
〉
、
間
部
敏
陣
（
平
柳
）
、

大
浜
清

光
〈
宮
崎
）

、
島
端
勉
（
積
尾〉

、
越
間

利
志
縫

（
南
保
）

、
岡
京
邦
広
（
東
蕊
野

）
、
曹関
義
吊
春
（
宮
崎
）
、
佐
藤
悦
子
（

平
柳
）

、
樋
口
哲
郎
（
泊
）

、
岡
田
義
憲

〈
府
川
新
〉
、
水
・
砧
和
佳
子
（
境
）
、
西

村
敏
雄

（
月
山
）

、
水
防
光
内外
〈
宮
崎
）

、
沢
東
幸
男
（
積
尾〉

藤
田
道
乃
（
三
枚

慣例
）
、
神
子
沢
正
（
道
下）

、
口
岩
春
仁

（宮
崎
）
、
水
野
加
代
子
（
山
王
）
、
吉

田
真
代
（
南
保
｝
、
水
野
睦
明
（
山
崎
）

四
三
名
（
富
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
）

延長 100m

O大平類止線舗装新段工事

工事費 i40万円

工 期 8月18日～9足14日

延長 152m 692. l 11( g 
O犬家庄小郷線舗装新盤工司E ll 

じ療費 197.7万円

工期 8月18日～9月14日

延長 200m 9CIOni 

く〉松涛町線舗装新段工事

工事貨 120万円

工期 8月18己～9月i4日

延長 1747n 6i6 .2ni 

。農村総合藍備モデル事禦 H 
（集落排水路9・ロー工：；ぃ

＿［~費 140万円

工 期 8月13日～10月30日

延長 153.8m

〈〉農村総合益備モデル事鍵 ：： 
(;Ji：ノ口農村公園〉

_lijJ費 286万円

l； 期 8月13日～10月30H jj 
E 積 1.007nf

。不燃険物鎗喝境界壁エ司E

工事貧 530万円

工 期 8月18日～lO月3l日

延長 552m

。減山園地建備工事

工事費 436万円

工 期 8月12日～11月10日 H 
面 積 石積19ni 外ss6m H 

O行在所、旧自民場建物補修及び建物 H

除却工事 H 
工事費 410万円

工 期 8月18日～10月10日 H 

01日役湯跡地公衆便所新築工穆

工事費 148万円

工 期 8月l8Ei～1 0月10日 ii 

町 営 工 事 入 札 状 況

協

力

者

芳

名

ー
七
月
実
施
分
｜

広
間
夫
良
子
（
芳
川
）

、
竹
内
秀
孝
（
笹

川
）
、
商
品
俊
明

（
下
山
新）

、
藤
田
久

英
子
戸
内出
問
〉
、
街中
原
圧

一
（山
崎
）
、

民
谷
弘
宅

（
良
野
）

、
谷
口
優

〈
南
保
〉

、
水
村
律
治
（
沼
保
〉
、
大
島
利
治
（
桜

町
）
戸
川
達
留
「
平
卿
〉
着
目
修
一

（南

保
）
小
山
実

（山
崎
）
、
五
十
嵐
利
昭
（

泊
）、

水
島
清
一
〈
境
）
、

沢
田
雅
彦

（

箪
野
）
、
大
村
茂
（
東
草
野
）
、
鹿
熊
鉄

。小川中学校自動火災報知織政置工

事

工事費 318万円

工 期 7月236～8月31日

。犬猿庄保育所自動火災報知機盤置

工事

工~賀 川 7.5万円

工期 7月23日～8月3；日

。町立南保小学校外五校禰修工$

工’HVl 340.1万円

工 期 7月23日～8月31日

。保育所職員休けい室増築、 忍び保

育所一般繍修工司E

J.: 1~R 54!:i.4力・1-1.:

工 期 7月23日～8月Jir・ 
。若草町ちびっこ広渇霊地フ ェンス

位置工事

工事費 100万円

工 期 7月30日～ 8月25行

延長 128m Cフェンス）

。笹川小学佼グランド藍備工司E

工療費 210万円

工 期 7月25日～8月31ヨ
型住地 2.814ni 暗記排水

〈〉泊小学校グランド照明工事

工事費 120万円

工 期 7月26臼～8月10日

。役揚駐車場舗装工事

工療費 700万円

工 期 8月5日～10月30日

舗装 3.10377f

排水f,'1$ 103m 昇降路

。林道三鎌線災害復旧工事

工・n貨 262万円

仁期 8月12日～10月31日

延 長 41m 

。林道槻山線災害復旧工事

工事費 384万円

工期 8月12日～ll月30日

ソてンス

…〈
今
月
の
表
紙
〉

…

日

な
わ
と
び
の
遊
び
ゃ
歌
は
そ
れ
ほ

～

～
ど
百
く
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
明

山

山
治
に
な
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
の

山

｛
ょ
う
で
あ
る
今
あ
る
九
十
す
ぎ
の
お

～

～
ば
あ
さ
ん
は、

「
む
は
着
物
だ
っ
た

〆

♂
の
で
そ
ん
な
じ
ゃ
っ
ぱ
〈
お
て
ん
ば
）
～

ω

な
遊
び
な
ど
な
か

っ
た
」
と
諮
る
。

〆

わ
ら
べ
遊
び
の
多
く
は、

時
代
と

九

～
共
に
途
絶
え
た
り
変
化
し
た
り
し
た

戸

川
が
、
な
わ
と
び
遊
び
は
今
も
か
わ
ら

～

～
ず
に
学
校
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
F

J

で
遊
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
わ
と

山

．
ぴ
が
、
体
育
と
し
て
学
校
教
育
に
と
J

J

り
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

む
の
男
の
子
は
、

前
と
ぴ
、
ニ
回

日
と
び、

＝
一
固
と
ぴ
、
後
と
ぴ、

か
け
・

じ
る
し
、
け
ん
け
ん
等
の

一
人
と
ぴ

～
を
、
女
の
子
は
大
波
小
渡
、
お
じ
よ

い
う
さ
ん
お
は
い
り
、
郵
便
屋
さ
ん
等

山

内
の
歌
を
う
た
い
段
と
び
ゃ
、

二
人
で

M

M

の
な
わ
ま
わ
し
の
集
団
と
ぴ
で
遊

山

叫
ん
だ
。

日

ワ
ラ
縄
が
地
面
を
た
た
く
た
び
に
H

山
気
持
ち
の
い
い
音
と
小
さ
な
砂
ぼ
乙

V

～
り
が
立
ち
、
縄
を
と
ぶ
少
女
の
顔
は

“

山
赤
く
色
を
さ
し
髭
は
ゆ
れ
る
。

M

M

郵
便
屋
さ
ん
お
と
し
も
の

山
ひ
ろ
っ
て
く
だ
さ
い

一
校

二

枚

M

M

三
枚

四

枚

五
枚

六
枚

七
校
”

へ
八
校

九
枚

十
枚

も

う
よ
ろ
し
い

（写
真
は
大
家
庄
下
山
新
に
て）

(7) 
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富
山
県
観
光
写
真

コ
ン

ク
ー
ル
の

開
催
案
内

－

M
山
県
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
美
し
き
、

優
れ
た
歴
史
や
文
化
等
に
関
す
る
観
角
的

な
写
真
を

一
般
か
ら
募
集
し
、

優
秀
作
悼
作

品
を
通
じ
て
富
山
県
を
広
く
全
国
に
紹
介

宣
伝
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
富
山
県
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

－
応
募
要
領
・

八

題

材
V

山
岳
．
高
原
、
温
泉
、
海
岸
、
河
川
、

湖
沼
の
景
観
、
歴
史
的
建
造
物
、
史
跡

行
祭
事、

．郷
土
芸
能
、
伝
統
芸
能
、
公

園
、
キ
ャ
ン
プ
湯
等
の
施
設

八

劇

的
V

O
印
闘
：
：
：
自
国間、

カ
ラ
ー
と
も
に
四

ツ
切

O
ス
ラ
イ
ド
：
：
：
お
ミ
リ
、

6
×
9
版

ま
で
、
マ
ウ
ン
ト
付
き
と
す
る

O
つ
な
ぎ
写
真
：
：
：
二
枚
ま
で

O
組
写
真
・
・
・
・
・
・
制
限
な
し

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
湯
産
業
譲
観
光

係
（
舎
三
｜

一
一
O
O内
線
三
五
〉
へ

図
書
館
へ
の
寄
贈

マ
故
大
菅
逮
こ
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り
、
親

族
大
菅
佐
津
喜
さ
ん
か
ら
、
文
化
財
関
係

図
讐
購
入
賓
と
し
て
五
十
余
万
円
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

「
御
物
」
全
四
巻
一
巻
各
八
万
円

計

三
十
二
万
円

「
日
本
絵
巻
大
成
」
金
二

O
巻

各
巻
九
千
八
百
円
計
十
九
万
六
千
円

7
東
京
錦
絵
倉
昭
こ
さ
ん
か
ら
図
書
二

冊
〈
中
学
の
実
態
、
私
学
財
務
総
覧
）

マ
荒
川
二
丁
目
川
瀬
隆
吾
ざ
ん
か
ら
図

書
（
中
国
古
陶
磁
）

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
善
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
本
町
寺
西
米
吉
さ
ん
が
拾
得
物
報
労

金
五
百
円

V
荒
川

ζ

ま
ど
り
美
容
院
か
ら
交
通
遺

児
に
と
積
み
立
て
た
一
万
二
千
六
百
円

マ
朝
日
町
商
工
会
青
年
部
一
同
か
ら
あ
き

ひ
ま
つ
り
の
収
益
金
の
一
部
二
万
五
百
六

十
五
円

マ
普
明
会
教
団
高
岡
支
部
か
ら
母
子
福
祉

事
業
に
と
四
万
円

マ
滑
川
市
神
谷
間
夫
さ
ん
が
八
月
に
長

男
が
宮
崎
浜
で
水
死
し
大
変
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
と
一
万
円

（
昭
和
五
十
二
年
八
月
十
五
日
現
任
）

お
す
こ
や
か
に

（
赤
ち
ゃ
ん
援
金
）

境
笹

川

東
三
浦

本

町

清
水
町

清
水
町

東
草
野

清広大魚川長氷
水 川和津 上弁烏

革委松信英 史
夫晴 勝明彰一 試

二 長 長二長長長
男 男 女女別問女

胤
中

山

山

入

彦

智

宏
智

子

由
希
子

平
知

和

山 辻羽 町 赤 箪 単 胞上上中荒沼沼
坊 崎信南越 ケ 道 道 道川

新崎入保 川 野 野 丘 下 下 下 二 保保

中水名小南勝山浜字池竹由古込大大
野野 古 坂部原因回津原中弁沢尾村村

茜 昆
義 之 松 正誠 信 浩 慎 功秀一清 久隆
降続 夫則志弥 二一厳基明男党惇司ー

お
し
あ
わ
せ
に

O
境西

三

浦

O
下

野

松

熔

町

お
く
や
み

O
宮

崎

O
温
泉
町

。
桜

町

つ
月

山

C
草

野

乙
高

畠

O
蛭

谷

O
凶
崎
新

O
山
崎
新

O
殿

町

。
山

正

｛ノ
会

山

沢小清酒山北長広沢奥粉加

鎗

下小土 金

田 川弁森
死

田沢水井旧山谷岡田自 究藤

二二長 長長長長長長長長二長長 長長
女男女男女女！万女女女男 男 男 女女 努

久

美
有

香諭修
大

舗

真

希
有
里
香

智

子微
亜
希
子

秀

美
卓

也

洋

子

甚

慎

一

美

1,8) 

事昏
直

司

多
喜
子

静

入

律

子
亡）

秋
次
郎
（
加
）

進

c
g

は

る

（乃）

秀
吉
ロ

（乃
）

ち

よ
（
位
）

み
よ
（
市
）

政

吉

（

η）

と

き

（お）

崎
博
史
（
川
町
〉

い
と
（
刊
〕

幸

則

（

お
）

葛
沙
四

（市〕



個事 52隼 雪月 10目
月膏（毎月 10日発行｝

相談ごとご案内 まい也
9月（ながつき）

二百二十日

敬老の白
彼岸入

秋分の 日
{Ill秋 名 月

11日

15日
20日
23日
27日

今月の町税

国民健康保険税

（第2期分）

納期限 9月30日

今月の由民年金
保険料

第2期分（7・8・9月分J
納期限 9月30E

県民技能

講座案内

ガ
ス
器
具
の
取
り
扱
い
と

鰐 26 5’ 

家
庭
で
で
き
る
手
が
る
な
修
理

が
ス
器
ハ
ム
の
取
扱
い
と
修
理
に
つ
い
て

の
県
民
技
能
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
c

で
ax櫨
偶

者

年
齢町、

性
別
は
問
い
ま
せ
入
、
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
c

m
a安
値
幅
料

無

料

て
人

員
三
十
名
（
定
長
に
な
り
い
実
経
に
じ
」

＼
日

時

ひさあ報・広・制2草 8月aa 
-. 3 ..使・a町四・

談

毎月第1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上照一 （行政相談員）

相政ム行

II ~j: 

渇 所

相談員

日

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
二
日
（
上
〉

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

内

容

①
家
庭
用
燃
料
の
種
類
に
つ
い
て

①
ガ
〆
器

R
の
附
造
に
つ
い
て

包
f
ス
器
具
の
日
常
符
理
に
つ
い
て

3
家
庭
で
で
き
る
プ
ス
箆
具
の
手
が
る

な
修
理

会

場

富
山
県
立
黒
配
夜
等
去
能
。
一－
t

申
込
期
限

人権法律相談

9月20日
午後 1時～午後4時

朝日町福祉セング一

人権擁護委員

毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

(S3-0576) 

心 配 ごと相談

時

時

渇所

相談員

所

ム

日

場

ム

日

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
日
ま
で

申
込
方
法

問問
部
高
等
技
能
学
寂
窓
口

（電
話
申
込

み
も
可
能
）

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
黒
部
市
川
似
生
四
一

五
O
富
山
県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校

（雪
二
七
六
五
〈
五
二）

O
二
五
一
）

ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
婦
人
の
健
康
守
る

寸

母
性

健

康

管

理

相

鮫

所

開

般

案

内

し

労
働
省
で
は
、
勤
労
掛
人
が
併
阪
、
出

庄
後
の
期
聞
を
中
心
と
し
、
そ
の
戦
業
生

活
を
通
じ
て
健
康
糟
進
を
図
る
乙
と
が
で

き
る
よ
う
、
種
々
の
施
策
を
構
じ
て
お
り

そ
の
一
環
と
し
て
、
各
県
に
母
性
健
康
管

理
指
導
医
が
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

富
山
県
で
も
、
本
年
六
月
一
日
、
富
山
県

立
中
央
病
院
産
婦
人
税
医
長
、
舘
野
政
山

先
生
が
労
働
大
臣
よ
り
母
性
健
康
管
理
指

導
医
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

受通事政巡回相談

第 l.第 3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市役所

m1.第 37J(眠臼

午前10時～午後3時

県魚穆総合庁舎内

魚陣地方県民相談室

①日時

場所

①日時

場所

ム

母
性
健
康
管
理
指
導
医
は
、
勤
労
鮒
人

の
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
健
康
管
押
そ
の

他
勤
労
婦
人
の
母
性
保
護
に
関
す
る
次
の

が
項
に
関
し
、
専
門
的
、
医
学
的
立
場
か

ら
助
言
、
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。

川
妊
娠
中
及
び
出
品
開
後
の
勤
労
婦
人
の

健
康
管
理
上
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

山
妊
娠
中
の
経
材
業
務
一
転
換、

略
的
派

後
休
業
に
関
す
る
こ
と
等
の
母
性
保
護

に
関
す
る
問
題

以
そ
の
他
勤
労
婦
人
の
健
康
笹
野
に
関

す
る
問
題

こ
れ
に
伴
い
、
燥
で
は
、
母
性
健
康
管

鹿
に
関
し
て
、
原
業
主
及
び
勤
労
婦
人
等

か
ら
相
談
を
受
理
し
、
問
題
解
決
に
あ
た

る
た
め
、
指
導
献
を
招
き
、
次
の
と
お
り

毎
月
比
期
的
に
相
ぷ
日
を
附
設
す
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。

勤
労
婦
人
は
、
貨
店
訓
と
も
に
、
紅
会
経

済
の
発
展
に
欠
く
ζ

と
の
で
き
な
い
保
在

と
し
て
、
そ
の
役
割
が
一
一
層
大
き
く
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
れ
ら
の
婦
人
の
母
性

保
護
に
つ
い
て
深
く
理
解
さ
れ
、
こ
の
側

談
臼
を
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま

す。
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回和 52 .・ 9月 I0自
月刊｛毎月 10日帰 行〉

「
献
体
」
と
は
、
医
斜
系
大
小
に
か
ぶ

む
き
小
生
に
立
派
な
医
学
と
心
と
を
兼
ね

そ
な
え
た
お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
自
分
の
体
を
医
学
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
願
う
制
度
で
す
。

近
年
医
糾
系
大
学
が
新
設
さ
れ
、
多
く

の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
が
、
正
常
解
川

に
必
要
な
遺
体
の
数
が
不
足
し
て
お
り
、

十
分
に
医
学
の
勉
強
が
で
き
な
い
の
が
現

状
で
す。

こ
う
し
た
現
状
を
打
依
す
る
た
め
、
山
内

さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
乙
ら
れ
た
社

会
に
感
謝
す
る
意
味
を
こ
め
、
こ
の
献
体

の
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
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怠
銀
行
（
雪
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丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を

あ

（本年累計

母
子
保
健
強
同
月
間
｜

28（水）

30（金）

13（木）

十
川
は
母
と
子
の
健
出
械
を
ま
も
る
た
め

の
「
母
子
保
健
強
調
月
間
」
で
す
。
元
%

で
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
は
、
健
康
な
母
体
、

健
全
な
環
境
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

お
母
さ
ん
に
な
る
人
は
、
つ
ぎ
の
点
に

討
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
自
分
の
健
康
に
気
を
つ
け
、
定
期
的

に
健
康
診
査
、
健
康
指
司
を
受
け
ま

I
U

ょ
’つ
。

C
妊
制
中
泌
併
な
ど
、
川
町
制
に
よ
っ
て

生
ず
る
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と
め

ま
し

ょ
う
。

O
白
山川
、
結
尿
病
、
出
肌
な
ど
、
出
産
に

恐
い
影
響
を
与
え
る
病
気
の
予
防
や

治
療
に
十
分
討
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
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